
ニユース・ダイジエス卜

-・ あなたの会社を救うIS022301
突然企業の運営が混乱の脅威にさらされた場合、迅速かつ有効に対処できることが会社の存続の鍵である。

災害はいつでも起こり得る。大規模の自然災害やテロ行為、技術関連型の事故及び環境インシデントまでさまざま

である。人的過失、悪意あるいは自然災害などハザードの原因は異なるが可能性(及び重要度)は同様であるg

これらの予期しない、 潜在的に壊滅的な骨威から、シンガポールを拠点とする食品会社タンセンキー食品株式会社

(TSK)は、 1S022301に基づいた事業継続マネジメント(BCM)システムを適用し、最悪の事態への備えをした。TSK

は今や会社の潜在的な脅威を特定し、災害が襲っても社のステークホルダの利益のみならず社の運営及び評判をも

守ることができる。TSKは、製造及びロジステイタスの混乱から自然災害及び情報技術の不具合に至る緊急事態にお

ける作戦即応性を身に付けるととにより、優先サプライヤーとして競争力が高まるとともに、顧客に安心を与えられる

と信じている。

TSKは重要なビジネス機能を特定し、大事件が起こった場合に 「通常の業務J を維持する戦略を開発した。該当す

る能力のあるスタッフに、プロセスの回復力を高め、様々な部暑に対する信頼を高める権限を与えた。このプロセスに

より、大事件に対応してすばやく回復し、 重大な事業活動を再開し、通常の運営への回復を促すための会社(またスタ

ッフ)のノウハウを継続的に改善する機会が得られた。他にも、災害に直面した場合、適切に対応することを可能にする

包括的な火災緊急時計画及び費用効果が高い創造的な多数の手段が開発された。

ヌ一ドルは毎日の定番の食品なのt 継続的な供給が維持されなければならず、製造の途絶は許されない。プロセ

スでのどんな不具合も.TSKIの評判、営業キャッシュフロー及びサービスを危うくする可能性がある。

また、リスクマネジメント(作業場所の安全性及び健康)だけでなく、 食品の取り扱い及び準備に適用可能な規制要

求事項を満たすことを確実にする必要もある。TSKは、業界のベストプラクティスと整合し、 様々な部署の異なる経営

目標に適合することができる危機管理フレームワークを実行している。

すべての企業はそれ自身の目標及び目的をもっ唯一の企業である。しかしながら、すべての場合におい℃マネジメン

トはそのモチベーションをはっきりさせてLその成功のために尽力し続けなければならない。

TSKのケースでは、特に部に緊急時の作戦即応性の適切性及び重要性を教える際にビジネス・インパクト分析及び

リスクマネジメントに多くの時間と労力をつぎ込んだ。TSKが有用であると感じたもののうちの1つはそれぞれの部署

のチャンピオンを選ぶことであった。

さらにTSKは準備の社風を促進することを目標に掲ぱ最高経営者から最下位の従業員に至るすべての階層にお

いて取り組み・引き受けを確実にするために、スタッフとのコミュニケーションに特に取り組んだ。

明らかに、TSKのような小企業にとってはこの手のプロジェクトは、至難の業である。しかしながら、それにより競争

力を手に入れるととができる。 プロジェクトは、普遍的リスクを含む運営の混乱が生じた場合の回復力及び対応を高め

る役に立つことができる。 SMEだろうが大手多国籍企業だろうが、これはすべての企業に言えることである。
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テクノファ最新ニュース

-埼玉病院プロジェクト「事業継続とエネルギー削減J ・

当社と埼玉病院が取り組んだプロジェクト「サプライチェーンを含む総合病院の事業継続とエネルギー

削誠」が終了しました巴とれは、経済産業省「平成24年度事業継続等の新たなマネジメントシステム規

格とその活用等による事業競争力強化モデル事業(グループ単位による事業競争力強化モデル事業)J

(2013年6月"-'2014年2月末)で、全国28のグループが取り組んだものです。

とのプロジェクトに取り組む背景として、埼玉病院は災害対策として事業継続や省エネ活動はしている

が、今後病床数拡大を勘案する中で更なる事業継続力強化が重要である.また、いつ起きるかわかちない

大規模地震に備え、日常的省エネ活動により災害時の病院内資源の耐久日教を1 日でも増やすことが求め

られ、そのためには2つのマネジメントシステム (IS022301事業継続、 IS050001エネルギー管理)を

同時に構築するととが、大きな意義があるととと考えていた。しかし、実陣取り組むには「人的資源・時

間的余裕」がないなどの課題もあったが、 2012年にlS09001品質マネジメントシステムを認証取得して

いる実績もあり、基礎ができているというととで、三つのマネジメントシステムを同時に構築、運用する

とのプロジェクトに当杜も協力して取り組むととになった.

このプロジェクトのテーマ、目的、数値目標、成果及び今後の予定を以下に示す。

【テーマ】(1)病院経営に必須である災害への準備・対応の強化(事業継続)、 (2) 省エネルギーによるコ

スト間滅(エネルギー管理)、 (3) MSの統合化。 【目的】埼玉病院に存在する事業継続及びエネルギー間
減活動の見直しを行い、事業継続及びエネルギー削滅活動における課題を解決するような、 IS022301規

格、 lS050001規格に基づいたMSを構築することにより、サプライチェーンを含めた病院の事業競争力

を強化することにある.このような目的で構築した、IS02230 1規格、 lS050001規格に基づいたMSは、

埼玉病院の事業競争力を高めると同時に、患者さんをはじめとするいろいろな利害関係者に対して強固な

信頼感を与えることができ、埼玉病院の存在を地域社会、医療の世界に不動のものにすることに繋がる。

更に、(独)国立病院揖構傘下には埼玉病院と同様な位置づけの総合病院が全国に143病院あり、当事業の

成果をその他の国立病院に水平展開、波及させることで社会に大きな成果を与えることができると考え

る。 【数値目樟】 (1) 事実離巌:サプライチェーンの協力のもと、以下の物資、エネルギーなどを災害時

に 3 日分確保(電力、水、食料、医薬品、医療材料、地域医療連携サービス)、 (2) エネルギー管理:過

去3年間のベースラインを基草として10%の省エネルギー計画策定、 (3) 事業プロセスへの統合:第三者

認証の受審(認証取得) (IS022301事業継続、 lS050001エネルギー管理人 【成果及び今後の予定】事

業継続: (1) 既存文書とlS022301要求要素との差分分析を行い、「災害対策マニュアル」のインシデント対

応を強化したほか、事業継続、事業復旧までの手順は「事業継続計画書」、 MSについては rBCMSマニュ

アル」の文書を新たに策定したo (2) サプライチェーン各社の強力な支援(緊急供給など〉により、災害

時に必要となる資源(水、食料品、医薬品、医療材料、重油) 3 日分を確保する体制を整備した。 (3) 災

害時緊急品リストを整備した。 (4) BCM胡L上積習を通じて、災害時に必要な資源、行動、連携などにつ

いて参加者自身が気づ〈ととができた. (5) IS022301事業継続協を構築し、第三者認証審査を受審し、

3 月に認証を取得o (6) 国立医療学会誌「医療J へ本事業の取組みについてまとめた論文を寄稿した.エ

ネルギー管理: (1)埼玉病院の2010年以降のエネルギー関連設備、使用状況、及び施設の環境測定など詳

細に調査を行い、 2010""2012年度の平均値からベースラインを設定したo (2) エネルギー関連設備及び

使用状況などの詳細な省エネ診断を行い、省エネの改善対策及び検討すべき項目の検出を行い、省エネ計

画を作成した。 (3) 運用改善による省エネ活動を実施したo (4) 省エネ活動を実施した結果、 6 ヶ月間の

実績と見込みを算出したo (5) 四コ50001エネルギー管理MSを構築し、第三者認証審査を受審し、 3 月に

認証を取得。事業プロセスへの統合:コンビュータグラフィックス(業務ソフト I鷲眼J)を駆使して、文書
3，284、事業プロセス(要素) 155をIS09001品質、 lS02230 1事業継続及びIS050001エネルギー管理の

3つのMS文書類を一つのシステムで管理を可能とする「統合マネジメントシステムI 体制を整備した.

目的でも触れたように、杜会に大きな成果を与えることができるよう、このプロジェクトの成果を、そ
の他の国立病院などに水平展開、被及させることを予定しているので、乞うご期待である。
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共通テキスト(附属書SL)の最新動向
三菱UFJリサーチ&コンサルティング
環境・エネルギー嗣j主任研究員奥野麻衣子氏

本稿は昨年12月20日太田区産業プラザで開催された第20回テクノファ年次フォー

ラムから奥野麻衣子氏の基調諮演をご紹介します.
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私は銀行系のシンクタンク、コンサルティング

ファームの「三菱UFJリサーチ&コンサルティン

グ」に所属し、環境分野の15014001を始めとす

るコンサルティングに10年程携わってまいりま

して、現在は環境・エネルギー部で民間企業のコ

ンサルティングと政策調査・研究業務を行なって

おります。

ご縁がありまして150の中でEM5のエキスパー
ト・日本代表としてマネジメントシステム共通化

の rJTCGJ と flS014001改正」の二つのISOの

委員会に参加させていただいております。

本日のテーマ、共通テキスト(Annex 5L或い

は附属書SL) の動向について御紹介させていた

だきます.

-噂加するISO MSSと共通テキスト(Annex
SL) 発行への背最忍びJTCG留置について

増える隠OMSS

it 屯 ，L~J・ (IIN___  _ 

f・2僻句刷、川J'"咽....，咽c..""・

ご存知の方も多いと a思いますが、現在、 lSOの

中ではマネジメントシステム規格が非常に多く作

られていまして、品質や環境を始めとして情報セ

キュリティー、事業継続、道路交通安全、そして

2020年東京オリンピックが決定しましたがイベ

ントのサステナピリテーといったものまで多種多

様なマネジメントシステム規格が作られていま

す.
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山 \
とれだけたくさん出てきますと、中には少しず

つ違うととを言っているような状態が生じてきま

して、問題意識が出てきました. 150の幾つかあ

るマネジメントシステム規格が、それぞれの規格
によって方法論やモデルなど構造や目次立ても含

めて遣うところがあり、代表的な事例は

15014001のPDCAモデルと1509001のプロセス

アプローチかと思いますが、とういったととろを

どう整合させればよいかという問題、そして同ー

の用語に対して少しずつ定義が異なるといった問

題がありました。

分かり易い例ですと、目的、困層という2つの用

語と定義がありますo lS014001では目的と訳して

いましたが、 1509001では目梧と呼んでいるのは

何故かといったように、若干解釈の遣いがあった

わけです。こうした細かい事柄は、マネジメント

システムの種類が増加する中で、組織として複数

のマネジメントシステムに取組むことが多〈なっ

ているユーザーの皆様に対して読みづら〈理解し

にくいなど混乱を招いているのではないかという

懸念が生じ、かなりの数に増えたマネジメントシ

ステムの整合性を向上させないといけないという

ととでlSOが動きました.

こうした整合化の取組みは急に始まったわけで

はな〈、 15014001が出来上がった菌後〈らいか

ら専門委員会の聞や、 TMBで、どうにかして

「



JTCGの世置とその成果
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lS09001と両立させようといった取組みが行われ

ていました。しかしそれ以外にもマネジメントシ

ステム規格が増えてきたため、一度見直そうと

2006年にTMBが意思決定し、 JTCG (マネジメ

ントシステムに関する共同技術的調整グループ〕

を設置して全ての整合性を図ろうと決めました。

目的は全てのISOマネジメントシステム規格の

整合化 (alignment)、方向性を一致させるとい

う意味ですが、ここに向けたピジョンとガイダン
スを作成するためにTMBの宜下に横断的な委員

会として設置されたわけです.

主な活動期間は2006年に意思決定、 2007年に

設置、 2011年の末までフル活動しました。そう

した活動によって今日のテーマである共通テキス

トが開発されるに至りました.

その穫も解散せずに2012年以降も機能してい

ます。メンバーはマネジメントシステム規格を作

成しているそれぞれの専門委員会から議長と幹

事、適切な数のエキスパートが検討に参画しまし

た.加えて適合性評価に関するCASCOや中央事

務局が参加していました。

体制としてはJTCGのもとにそれぞれのテーマ

別にタスクフォースを設置、 TFlが共通構造と

要求事項を、 TF2が監査、 TF3が共通の用語と

定義を作るタスクフォースでした。 TF2は途中

でIS019011ができて-.Él休止しています.

TFl ・ TF3も共通テキストを作り上げて2011年

末で-1i休止となり、附属書SLとして尭仔され

たのが2012年春でした。その後TF4が立ち上が

り、共通テキストに関するガイダンスを規格開
発者向けに作成するととになりました、とれ

は、中身の解釈や使い方に関して難しい課題が

ありまして、そのためのタスクフォースを立ち

上げて2012--2013年にかけてガイダンス作りを

行ないました.

JTCGからの主なアウトプットとしては、これ
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らのマネジメントシステム整合化のための合同ピ

ジョン、共通の構造、共通テキスト、箇条の部分

を含めた共通の要求事項、共通の用語と中核定義

を作りました.これに関して加盟各国が投票、

TMB決議を経て正式にISOの専門業務用指針と呼

ばれているものの一部になったわけです.

TF4 ・ Annex SLを支援するガイダンス文

書、これはFAQ (よくある質問)と、共通テキ

ストの意図を説明するコンセプト文書、及び用語

指針になりますが、 2013年に作成しました。

-附属a(Annex)SLとは
先ほどから附属書SLとかAnnex SLと言って

いますが、とれはユーザーである一般企業の皆様

にはそれほど読む必要性のないものでして、実際

には規格を作るエキスパートがルールブックとし

て参照するものです。定められているととは、今

後新たにISOマネジメントシステム規格を作る、
或いは改正するときには附属書SLに従わなけれ

ばならない、例外的な事例もありますが原則とれ

を適用しなければなちないとなっています。その

ルールによってAnnex SL ・共通要求事項が非常

に重要な意味を持ってきたわけです。すなわち、

皆横が今使っているIS09001 ・ 14001 ・

27001 ・エネルギーマネジメント50001など全

て、この要求事項が原則的に適用され、規格の骨

子になることが決まったわけです。とのインパク

トは大きかったと思います。

Ann・xSLの適用状況

・附属書SLに従い舟行されたMSS
• 1$0 30301 :201 1 レヨ-~M$ 様附属1ISlより前!;::信行
・悶022301・2012 ・a鍵ØMS 灘間指陶0223惚も
.1$020121・2012 イベント持館司飽性MS
.IS039∞1:2012 遭路実遭安全MS
・悶α\EC27l:悶1:2D13 情報セキュリティMS

・附属書SLに従い改定申のMSS
.ISO制∞1 (CO) 環楊MS
・悶O鉱>01 (CD) 品質M8

・附属書SLにlって作成中のMSS(随時楢加)
• ISO 55001 (DIS) 7セ型トマネジ員ント
・問034∞1 (DIS) セキュリティM8
• 180 371D1 iWDi ヨミュニティの純綿可憐なIIIJ世田・克(R輔自岡崎}
・ OH&S (I唱1") 貸働安全衛生MS

・附属書SL噂;Ã前に発行され、次回魂定時に適用対象となるMSS
・悶022民間:2005 倉!安全MS
.1$028∞0:2007 サプライチzーンMS
・隠030∞o目2白舗 鉛鋪リサイクルMS
・悶050001:創刊 エネルギー4偲
・崎αIEC2民間島1:20刊 情報徳衛ザ」ぽスa.!S

0・II)..，_~・rII・'''''''ヨ笛m・""島根禽.時現に‘ー"1110')温3サイH・・・._時田E
f司帥号叩叫 .'市吋l~ro~lIC -，凡内

現状どれくらい適用されているかといいます

と、一覧で示しましたが順次情報がアップデート

されているかと思いますので、分かる範囲で記載

しておきました。

共通テキストの極観ですが次頁衰のような章立

てになっています。との共通テキストですが、

1S0マネジメントシステムの改正、作成の際にこ

の骨組みを使わなければいけないとなりました



共通テキストの概要

- 序文
・ 1適用胞圃
・ 2.引用錦繍
・ 3.周店及び定.
・ ι血血血盆且

・ 4.1 組組轟ぴi'1D綾田園理鯛
・ 4..2申~.回毎宥11)=.ーズ，..tc期待の理m
・ 4.~ 耳獄特訓シトシスTム細目適用飽圃
@恨E

・ 4.4 XXXマ*$1メントシステム

. L!L=笠=主~
・ 5.1 リーダー4岬ブ.. ぴコa，，1-)C.ント
・ 5.2方針
・ 5.3 担・@唱直樹.貴章E"~相m
.U出直
・目1 リ且~"t$IHt-、4)JIlIIh
• 6..1 .JOO(目僻車ぴ畢事嘩量aす畠ため@
併置筆宣

f・)1.11'、'" 叫 1ト 1 叩一.，. 1' ‘恥， '. 

• L玄a
・ 7.1 量・
・ 7.2 抱量
・ 7.3 ... 
・ 7.4コ且品エケ~哩ン
・ 7.5 文・4己芭れ.t:t町・

・ 7.5.1 -a 
・ 7・且.a 1Y.llU1JJY昨
・ 7.lI.a 宜掴~~帽同E骨嘗E

. .LJl且
• 8.1 量周@働圃..lN.

. 自パヲォー...q~x・Æ

-ー.1 .E慣. ...骨密及uw個
• 9.2 肉・聖堂
• 1.3 マ串ヲ/1--;'トレぜ:.-

・1lI...量豊
・ 10.1 本盤台..u量E'晶置
・叩.2_向車.

が、 8章の運用のととろには8.1しかないので「と

れだけですか。 J という質問を受けたととがあり

ます。そうではありませんで、品質・環境といっ

た個別の分野で規格を作る際にはこの共通テキス

トに分野固有の要求事項を足していく作業を符

い、固有の要求事項や規格を作るルールになって

います.ですから8.1の下に8.2， 8.3 と箇条が足

されるイメージになります.

~TCGのガイダンス文書と組織の状況の理解

JTCGのガイダンス文書について

-保連テキ'....トØ).固と霞.

・〈富岡〉ユーザーヲレ~t:IJー【睡骨材、，.・・M且崎重周LやすO.酢ヲよij..I::tIt合意れ申す

〈‘..陣事も晶寄車向.

・ <U冒.>ー方守は書奮官官な要・.t:合þllt晶守畠仏軍園前圃凪な笥厨中、車・日箇L.IO司~
セプHDCλ1にユーザ'-t，lf.邑より.縄作lII..iIついていけVI!'J~換が・会封.t::.
ー合......曜@呈Jlr('TO/lICごtに.114)相盆が生巳~.II)M9圏量告が億単車島晶.

・ 2012年0Ann田8LA特色ユーザ......ø園島い主要M舗{胞M8.EM8. QMBJ tJ'改定圃値.

• T宮市E由巳おいτ'JTCG"e骨骨$向."'"・ーフォローLτい.(z~=キ~(-1-4)車布陣な巴輔k

刷用創情事ヲた→圃・(1).:密化

『て~

・ JTCGr::指It畠誕遁構造@適用@手引【Ou幽閉・回世回U曲oIAn聞皿SI..J値酎，、

・典..  盛，、骨量・ι.値姐庸慮よーも直定作~.:飢可'文.(z圃1ItII".曹れJヒ.

・皿・~Ii四1.骨量司周冨なI!I':・いど骨よヨ怠量蝿婚唱E・...曹土佐・・'AA干.. '"ト併ヨ〈ら
品τぃVとい，..聾伝A..錫骨骨慮書官，~..

. '"TF4・Kして掴息し.2013卑且周ウィーシ守作費署圃崎.:1013皐旬周7トヲシ，守怖健蝿7.鋼肱.

( .. ) r.I"'~I'・1 竹'" 旬 .:.a，~"ーい1 . 1"、!・仲

共通テキストはユーザーフレンドリ一、読み易

く、特に複数のMSSを運用されている組織にとっ

て適用し易くかっ将来的な使用を考えた場合、経

営に統合され易く戦略的なものでなくてはならな

いという未来思考も含めた構成を意図した経緯が

あります.

一方、各分野のマネジメシトシステムを開発し

ている複数の委員会が集まると、それぞれに培っ

てきた背景、歴史、コンセプトがあったわけで

す。共通化といいましでも既にI回9001、 14001

などのテキストがある中でどの程度共通化するの

か、かなり時聞をかけて検討した後、最終的には

全てのマネジメントシステム規格に共通した同一

(identica1)のものを取り出していくしかないだろ

うということになりました。
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例えば、品質マネジメントシステムと食品安全
マネジメントシステムは似通ったところがありま

すが、そういうところを共通化できるか考えても

多くの規格開発委員会が参加するJTCGでは、他

の多くのところには関係ないということがありま

す。こういうリミテッドアイデンティカリティー

(Limited Identica1ity，同一性が限られる)の部

分は共通テキストには含められないとの判断をし

たところもあります.

そうした経緯から課題としてはさまざまな妥協

と合意の成果であることは杏めないと思います。

そういう意味では暖昧なところがありますし、未

来思考と申しましたがコンセプトを新しくする取

組みもありますので、規格開発者がそうした新し

い考えに付いていけるか懸念されました。

そとまでいった2012年春にAnnex SLが正式

に出ました。その後ユーザーが多いMSS

(ISMS.EMS.QMS) の改定を本格的に開始した

ととろ、やはりエキスパートに対しての説明の課

題が顕在化してきました。

そとで、 JTCGが利用の手引き、ガイダンス作

成の必要を迫られて、箇条の順番や言葉使いがど

の様な意図や経樟で作成されたかを解説した文書

を1年ほどかけて作りました.ガイダンス文書は

現在一般に公開されていませんが、講槙の中で少

し紹介したいと思います.

組織の状況の理解

4.1 値・及脹骨骨状寝砲事解

幽皿，.. ・_... 冊岨国ー暗闇・・・..・a・m・u・・・岨噂舗目偏・且
且F・司E・a・H鴨周回"な叫珂圃岨

包織肱，錨IIÐ園前{ζ毘遭1，..11、つ.そII)JOO('õf串ヲ瓜シJo<'.... ，且予'AIOa圃1，.在成果膏遺虜す晶錨舗面
像力に..  寄与え晶.幹信亙ぴ肉信面圃咽寄農産u:国対も1:fG:ιaぃ.

姐肩書崎係者曲ユーズ草U鋼脅咽竃甥
組織肱携の事項世襲定時けれ，ぱ髄郎、
-XlO何本'j;<~トシ且字以.:Uす晶肩書"‘'
ー号由利膏圃懐宥由要事事項

拍lCXX判官以シト~'"テム@適用胞園町民定
-・肱， JOCX1l*'古書式μトシ7f..7A崎重周値圏豊定め畠ため1::， -t母撞界且Uヨ周司惜佳幸続.しな
ければiI.I:~~.. 
こ@温周l1li隆良定す畠と書.組織t，l， .<<1・輔世帯血しお対.1:fG:E>怠L、
-4川，.庫す晶外部且ぴ同町暗闘.
-4.21::11定する裏模事項
X淑マ~9メ:.1-'.... 7f..'子'JJJ遮周.聞r;t.文書ltl，.た傭憶として刷用可情皐帳・に山富島亀肘嶋c
晶ない，

制JOO('õf'トクルトシステム
..肱. ;:1DlI格。墨....に:<<.，τ. 必罫なプロセ且孟びそれら@相互作用量曹司~.X旭町';f.91-
:，，~~.，..，ム膏確立1..寓抱L...樽L..かー.・峰崎1=司監脅u偉ければな晶弘、

・岨・膏取り巻<r膏化J-.ø事昂傭主財臨

. (個周咽M目制噌聞骨骨1=歯叶畠】匝・I::cョτ111_申、制.....O=-~‘葛根嘩畳宣
L.1='車守MS豊島.

(.) '.11" 5 可 ~I . ~... .:..，(， 月l昨 ~ oIC 向 司ー

共通テキストの構造の中の目を引くところに、

第4章、 4.1組織及びその理解と4.2利害関係者の

ニーズ及び期待の理解、その次に6章、 6.1 リスク

及び機会への取組みがあるかと思います。とのあ
たりの新しい言葉使いなど興味のあるととろかと

思いますのでお話します。

4.1組織及びその状祝の理解、 xxxと出たとき

はそ乙に品質、環境などの各分野の名称が入りま

す。 4.1 、 4.2を含めてコンテクスト、文脈・状

況・背景・流れなどと理解できるかと思います。

とちらの意図は、組織が経営・運営していく中で



状祝は常に変化しており、組織の内部や取り巻く

外部に、成果の達成への彰曹が及ぶような課題が

蟻っかあるため、常に変化するととにマネジメン

トシステムが対応していかなければいけないとい

う乙とです。それらを含めて現状を査定した上で

マネジメントシステムを計画しなさいというとと

がとの4章で求められています.とれに関する

JTCGで作られたガイダンスをど紹介します.

組舗の状混の理解/ガイダンス 忠湿高品認書肘抽惜凪問咽

.，1 唱姐・lut.f-tD段盟白星.CIl量圃

・量臨M!ll:'且〈も.<4.IJ・L~畠重冨竃置柑圃且】についτ也J、ィレ<'(A唱団掴ー的なlU華僑.. 

ftjOaI轟串車事聾暢定す6己主.

• IUJとは‘・a・1::とョで@且標章トI!守11..討す...tt聞U..憶する周囲IDtthど@己と.

・ 4量畠1・・a宕由=-:t'lttt圃ー由B・由貴国

-・陣M目白占1111回1司直周可鶴払圃置刷..鋪4・II):.-x.且U司鰍=ヨいて曲、，、イレ列凶t・

崎舗~-を骨..たIICD.寧摩書を特定する乙t.

・企て国刷膏個飾帯@畢成司..岡山首咽刷が祖.に白τ骨量感事咽1:輔拘何怯品、.

. (往mrø司Iltl孟「嗣'害唱、τL喝，遍・・・@ヲちI:.r.事れτL喝昆邑_tLて..  害~

てい晶. :，-;(J{凶周骨』と憐~.ζE・~.てい晶.

・薗令骨造は閣に.・・#自主的1=同宮すーも@卸温自国.同・Lt:....I::陸軍守が:<<めι恥畢.(号""1..
主要事事項へ11)"，*""・周@民定倍、ω哩取唱揖牢串晶.】

・舵、『刷曹圃‘宥』広自ら量輸脳コ..  査員吋τL喝幅広てい畠場合に陸.号@こ局留拙"'CL

..骨~占有且られ畢.

.~盆畠畠lll~姐.肱M9CD断固‘興低温周に扇か針渇.

正0 ・."'!o. 勺仏""必舎~.，.- I( ，~~'司令

4.1組織及びその状祝の理解の意図:当該MSに

良くも悪くも影響しうる重要課題 (issue) とは

組織にとっての重要なトピック、検討すべき問
題、変化する周囲の状況などのことで、そういっ

た重要な龍題についてのハイレベルな(戦略的

な)理解を得るための要求事項を特定することを
意図している、ということです。

4.2利害関係者のニーズ及び期待の理解の意

図:関連する利害関係者が誰か、というとととそ

のニーズ及び期待についてのハイレベルな理解を

得ることが要求されています。乙乙で利害関係者

の要求事項、 requirements (ニーズ又は期待と

訳されている)は全てが組織に対して遵守すべき

要求事項になるわけではないと示されています。

ではどとで適用されるかというと4.3のととろで

決めるようになっています。そういったことがマ

ネジメントシステムの計画・実施・運用に活かさ

れるべきであろうというととで、組織の状況の全

体的な把握によりMSの計画の基を作り上げるこ

とがまず4章に規定されています。

.事業プロセスとMS要京事項との統合
とトップの役割
5章にリーダーシップ及びコミットメントがあ

ります.

内容は「トップマネジメントは次に示す事項に

よってXXXマネジメントシステムに関するリー

ダーシップ及コミットメントを実証しな吋ればな

6 

事業プロセスとMS裏京事項との統合

H リーダー~.1プZ阿国初ト.~~ト
トップマ司~'l.I~トl孟.IIU;:示宮司同置民ょっτ. XIOtマ*'l.I~ト告ステムに障す晶リ-'f->nプ亙TJ
コõl')l~~fを禽8.\怠ければなら航、
-xxx方針且tJXXX目前世樋立し，そ札晶a・a・@職暗簡な方向桂と岡宜するζと豊抽寓にす晶.
-.・."..ブロセ;l，....II))(氾何司~!}.点μトシス守ム彊蔵事項目笹倉垂直~;:-f"晶.

住I! ;:.，組楕す事.-品、事場合，膏恥は...司存在周囲伯母中..!:1.1:晶靖司品巧
広_.崎守備取す晶ごI!JJI望.u.'.

-xx同事.9"~ゆ克子ムに必要な費量が刺用可曾喧島晶ごk量樟寓1=す晶.
ー有渇噂抱ぽマ本.!:)~ト畢uxxxマ.. ~，o:，ト-!r~手ふ星取事項"-10箪合@重要佳奇伝遣すも
-)(以守本9"=-トシλ;TAfIf骨咽.IlL~踊音量属す晶ζ崎.寓1::す&
-xxx.マ阜.9"~....... "，子AaI宥効性に寄与す晶よ.，人々壷鋼.L. 車aす晶.
-・・陶司h・量橿盆す晶.
ー骨の・11).量't61tQ1fIf骨@責任骨慣帽においてリーザー~す晶よ~.'I"，G)
..  審査.すふ

. "".1ブ'øtt割は41患よloJy鼻を憎しτおI.J.圃与壷盟理.
・事・7回セλへCDM8IIIl事事@僻舎を車問」阿7マネヲメント.-..ø裏a量事調とした.. ...< ...... 咽3・品可ても雷刑事Sや生産..のみを錯しτb喝@でl措〈、伺えば人幽
貴g管理のよーな聞..1tL含めて凶量tCD姐鎗活歯・在意圃.

(")'，In，川，.，ん鴨伸一ド 1C ，~~句

らない。 J 2番目の箇条に、 「組織の事業プロセス

へのxxxマネジメントシステム要求事項の統合

を硝実にする。」と書かれていますが、ととで事

業プロセスへの統合を確実にすることはトップマ

ネジメントのリーダーシップ、コミットメントの

実証のひとつの方法であると要求されています。

注釈ではこの規格で“事業"という場合、それ

は組織の存在の目的の中核となる活動という広義

の意味で解釈するととが望ましい、とありまして

事業(bu国n田s) といいますとお金を生むプロセ

ス営利事業や生産業務のみを指しているのではな

く、人的資源の管理のような間接業務も含めて組

織運営・事業上必要な通常の組織活動全般を意図

しています。そういった注釈を含めてxxxマネ

ジメントシステムの要求事項を通常の組織活動の

プロセスに統合することを指示しています.
1 番下の箇条も新しいかと思いますが、「その

他の関連する管理層がその責任の領域においてリ

ーダーシップを実証するよう、管理層の役割を支

援する。」これもトップマネジメントがそれぞれ

の層のリーダーを後押しする意図を示していま

す.こう見ますとトップには従来よりも厚みを増

した関与が重視されています.

ガイダンスにもあるように、 トップマネジメン

ト自身(当該個人)が組織にいて参画し、指揮す

べきアクションを特定することが5.1の意図とし

ていまして、特に「事業プロセスへの統合」の重

要性は強調されており、 トップマネジメントの役

割の一つに割り当てられているとされています。

リーダ一役にある全ての人々が目的の達成に向け

て積極的に動くような組織文化や雰囲気を作り出

すととが求められている、とガイダンスでも述べ

ていまして、そのような意図があるととをど理解

いただきたいと思います.

一方で、事業プロセスの統合はどこで行なうの
かという質問が出ることがあります。それについ

てガイダンスは4.4のxxx:マネジメントシステム



のととろと答えています。ととの意図は全体的、

包括的なマネジメントシステムの確立・実施及び

継続的改善に関する包括的な要求事項を特定する

ととですが、とのマネジメントシステムに関する

要求事項をどの程度事業プロセスに統合するかを

含めてマネジメントシステムの要求事項をどう満
たしていくか決定するのは組織であり、ここはそ

れぞれの組織自身の自己判断に於いて妥当かつ適
切な形で統合を図っていくというガイダンスにな

っています。

.リスク亙び慣会への眼組みとガイダンス

リスク及び揖会への取り組み
.. 唱リλ'7轟ぴ.禽h冊取・轟

XlC何串，!)，メ訓+元手ム@附田壷篇定す晶k曹.組織肱，削1::血定す畠観圃且Z凪且1::組定する署捜
事項豊噂111..良司事事司た時にIl~組む轟轟が畠晶リス，'7.1t:ぴ・金司~1U:1.41tt>.1茸ならない.
-x獄判~.メシト~~T，ム110. 号抑.圃ほ属腕量E属持品こと世岨JlIごす晶.
ー望書I..<CØ.咽闘軸防止又ほ橿.す畠.
ー・躯胸政嘗壷量虐す1>. 
..  肱.0事担制帽しなければなもない.
叫よEによーτ操車した1);ス，'7.ll'ぴ織舎内@車種鼻
帥a師事調聖宥号書官量
ーモ'4)"鼻11>>0αマヰ~... :..トかえ手ムフロセ且への鶴歯車ぴ..
ーモ@事組鼻@有効性，ØIF個

a.開リ~'7(防副
事・か害時膨..<_otu時輔副町3
住I!t ~肱.掴崎毒血てL喝Zとか晶.ff軍1.1.'方向又は降車~L'方自にtl'L\(.1陰す晶己L't>
L汚.
定1!2帯情か喜主肱....号@縄県又肱そ@趨こ剛やす書に冒す晶.情帽.理匁又は畑・I:::.~.!:止
個分鶴に守も事値炉事晶喰掴奮U号.
盆Ð リス，'71t. .，;:甲骨晶事・μISQOO河町 3.11.1.3)，轟U嶋畢伺SQ即河骨U.1.3).lI.はZ品
ら@組合ぜについて..~晶ζkによョτ. そ骨特.告示すι.!:iJl"~'、.
住I!Aリ~'7悼.畠畠Q(号町周辺<<JiGI宜:lt嘩吉む.同値畢と号骨姐生田包己咽宇す害(JI8Q
007303且旬.1)1:骨組合世I:Liτ・調割、晶己J::Ifo.書い.

〈・)r.h ~，，'川"'."件坤.州川内川

4章と重要な繋がりを持つ6.1リスク及び機会へ

の取組みに仔きたいと思います。 6.1を読んでい

ただき、またリスクの定義は「不確かさの影響」
となっていますが、とれも妥協の産物といえると

思っています.

今との時代、事業環境は不硝実です。混沌とし
た世の中で何が起きるのか、いいことが起きるの

か悪いととが起きるのか分かりません。そうした

不確実性の中で組織は意思決定していかねばなり
ません.不確実性の影響が期待値から良い方に転

ぶか悪い方に転ぶか、両方を包含してリスクとす

ると注記には書いてあります.バランスをとった

上でリスクに取組まなければいけない、よい影響

もあるが反面悪い影響もあるかもしれない、どうす

るのかという中で意思決定しなげればいけない、

マネジメントとはそういうものであるという前提の

もとに、この「リスク及び機会への取組み」の要求

事項の取組みがあると思います。

ただし、各専門委員会で理解が一致しているわ

けではありません。ガイダンスにはこういったこ

とが書かれています。 2番目の箇条について注釈

を付けておきますと、 4.2ではニーズ及び期待を

決定し、その上で、 4.3で適用を決めますのでそ

こで具体的なった“組織がやらなければならない

とど\という意味です。
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そうしたことを考慮して、 6.1に挙げた「意図

した成果が達成できるかJ r望ましくない影響を

防止又は低減できるかJ r継続的改善を達成でき

るか」に良くも悪くも影響が出るととが想定され

るならば、それは組織が取組むべき優先事項であ

ると考えるようにということです.

ただととで共通要求事項Annex SLではリスク

への取組みを求めているのですが、いわゆるリス

クマネジメント・リスクアセスメント・リスク対

応(位eatment) これらを求めてはいません.正

式なきちっとしたリスクマネジメントを行うとい

う意図ではないと、ととわりが入っています。

リスクに正式に取組むマネジメント規格は、リ

スクマネジメントのアプローチの必要性を明らか
にした上で、どこでどのように行なうか自分たち

の委員会で合意して規格を作るようにいわれてい

ます.

規格を作る部分の話はユーザーの方にはあまり

関係のないことですが、 31000というリスクマネ

ジメントのフレームワークに閲するガイダンスが

ISOにあります。とれを(分野別規格が)採用す

るかどうかというのが、正式なリスクマネジメン

トを採用するかどうかの目安になっています。

例えば事業継続とか情報セキュリティーなど、

リスクマネジメントが非常に重要であると考えら

れている幾つかの規格のTCやSCなどはそちらの

ほうを採用されたとの経緯を聞いております。た

だ、一方で14001では別段そうした正式なリスク

マネジメントは採用しないというととが今蕗論さ

れているところです。

もうひとつここに重要なことが隠れているの

ですが、 4.1から 6.1の流れで周囲の状祝を理解

し、その中でリスクや機会を特定し対応計画を

定めるというマネジメントシステムは、今まで

規格に含まれていた予防処置がありましたが今

度共通テキストに予防処置という箇条書きはな

くなりました。



これも一部衝撃ではありましたが今までの予防

処置のコンセプトが無くなったわけではありませ

ん。実はこの4.1から 6.1の流れの中で先程の箇条

書きの中で「望ましくない影響を防止又は低減す

る。」と書いてありましたが、本来マネジメント

システムに取組むことは予防的な効果を持つ取組

みであり、これを行なうことそのものが予防処置

であるべきだという発展的な考え方のもとにあえ

て予防処置という用語をなくしていったという経

緯があります。 それで4番目にあるように「可能

性のあるシナリオと帰結の想定を計画する 目的

は、そうすることによって望ましくない影響が起

こる前に予防するためである。」逆に言うと「好

機の追及のための計画を含んでいるりと説明さ

れています。

4.1 、 4.2. 6. 1 ， 8.1の関係について/FAQより

4.1.4.2、 6.1.8.1はどのように園保しているのですかゆ

. 4.1で挽定柄、晶『問梓の.Alは. 4.2:曹検定書恥晶唱団刷・・保書Jør.量墨京事項Jtともに.

4.3で姐・白星車事項豊能定し、6.1で姐・由MS豊計圃L、 8.1でそれ晶画聾車事現在董Jitするために

必要な曹置c_>語勘を検定す品企晶ø. 士Lr-.J!;Þペース壷盟国虐す晶.

下 9.3 ~コ 引 量制定状鼠由度化{咽再抱・) r ち
' 守本ジ;~トνビュ.- 9.2 同・監査

@柚国阻岡崎山.....帥副d白河叫吋

4.1 、 4.2、 6.1 、 8. 1 の関係性を私なりにまとめ

てみました。

図解いたしますと、 4.1 と4.2で状況を把握。そ

れが組織にどのように適用されるか4.3で決定し

た上でかつ4.1 と4.2で得られた情報は6.1 リスク

及び機会への取組み、 ハイレベルな戦略的なマネ

ジメントの計画において活用して何をするかを決

めて、更に8.1操業レベル ・運用の計画及び管理

へ落し込んで、出来たかどうか9.1 、 9.2で監視し

ながらマネジメン トレビューで回していきます。

マネジメントレビューの時には、また状祝の変

化4.1， 4.2で把握された課題や関係者の要求につ

いての変化を把握するという要求事項が含まれて

いますので、そこでまたPDCAを回していくとい

うイメージになるかと理解しています.

-今後のJTCGの活動の見通しについて
今後のJTCGの活動見通しについて御紹介して

おきます。共通テキストが作成され、それが具体

的にメジャーなマネジメントシステム規格に取リ

込まれ始めました。それに伴っていろいろな質問

や問題が生じてきまして、解決するための支援ガ

イダンスも作られたという状況です。

次は、今共通テキストとして問題になっている

箇所や課題であると認識されている箇所の改定に

向けた活動計画が必要であるという段階になって

おります。現在、重要な規格の改定が進んでいる

こともあり、一定期間共通テキストは大きく変更

すべきではないというのがJTCG内での共通認識

です。 一方で附属書SLはISOのルールブックの一

部になっているとご紹介しましたが、そちらの業

務用指針Directivesの見直しにより、 毎年編集レ

ベルのマイナーな変更が入ってきていましてずっ

と待っているわけにもいかないというのも現状認

識です。

Annex SLはマネジメントシステム規格の開発

手順を含めて定められていまして、規格をどう

作っていくかという妥当性評価の手続き部分を担

当しているタスクフォースISO/TMB MSS TFが

ありまして、こちらの組織と規格の要求事項本文

を管轄しているJTCGの委員会とが協議して今後

どうやってAnnex SLを改定していくかについて

の方針や戦略を立てるととを今後検討していく予

定です。

以上を持ちましてAnnex SLの最新動向のお話

を終わらせていただきます。

ご清聴ありがとうございました。

【注】内容は講演者の著作物であり、 著作権法に

より保護されており ます。講演者の事前の

承諾なく内容の全部もしくは一部を引用ま

たは複製、 転送等により使用することを禁

じます。
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